
作成物

〇 〇 自主性〇

〇 〇

評価方法等

自主性

営業日誌記入

作成物

科目の目標
これまでに学んだ地域の歴史・文化・産業に関する知識・技術のを活用し、ほっかいどう学「みち学習」を通して留萌
管内を対象としたツアーやイベント等の有形・無形商品の企画立案をおこなう。

知 思 主

学習の内容と進め方
とままえ基礎、オロロンデザインⅡで習得した知識や技術を活用し、オリジナル商品の企画と立案をおこなう。また、
外部機関との連携を深め、実現の可能性をはかる。

学習の留意点
考査の実施はありません。普段の授業での取り組みが評価につながります。提出物等は自分なりに丁寧に記入できるよ
う取り組みましょう。

知識・技能 留萌管内について、調査・研究した事柄を協働してまとめ、生徒相互に発表し、留萌管内を知り、理解を深めようとしている。

思考・判断・表現 留萌管内の魅力を知り、その魅力に自らの発想と発見を表現しようとしている。
主体的に取り組む態度 留萌管内に関心を寄せ、知ろうとする意欲をもって、留萌管内の魅力を見学などを通し積極的に取り組み、知る喜びを実感しようとしている。
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期
月
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評価
規準

Bの状況に達成していない段階である。

思考・判断・表現

A Bを上回る状況を達成している。

B 調査・研究の過程から、自らの発想と発見を表現しようとしている。

C Bの状況に達成していない段階である。

知識・技能

A Bを上回る状況を達成している。

B 学習の目的や意義を理解し、調査・研究のための基本的な技能を活用している。

C

主体的に取り組む態度

A Bを上回る状況を達成している。

B 留萌管内に関心を持ち、その調査・研究に積極的に関わろうという意識をもち、校内外の人とコミュニケーションを図って取り組んでいる。

C Bの状況に達成していない段階である。

・観光・みち学習について学ぶ 〇 〇 〇

2

単 元 具体的な学習内容
評価の観点

〇 〇 〇

・留萌管内の市町村調べ

予
定
時
数

〇 〇

事前学習・予備学習 ・オリエンテーション

〇

2

〇

2 外部講師講和

2 　　〃 〇 〇
・管内の観光素材から各自テーマ
　設定する

・留萌管内の観光資源・地域資源につい
　て外部講師を招いで講和を実施

7 ＦＷ②留萌管内中部 ・テーマに沿った見学の観点をまとめる

・各テーマに沿って、ＦＷ計画を立てる

ＦＷ③留萌管内南方面 ・見学した内容について整理する

7 ＦＷ➀留萌管内北方面

2 観光商品の具体化 ・企画書、提案用のＰＰの作成

2 観光商品の企画立案③ ・これまでの活動を基に商品企画

3 　　〃

観光商品の具体化・修正 ・中間発表での助言を基に企画の
　修正を行う

2 　　〃

2 　　〃

　　〃

1

一

学

期

4

5

6

2 　　〃

7

観光商品の企画立案②

観光商品の企画立案➀

7

3 予備学習

2

3 事前学習・予備学習

・関係者に現在の企画状況を提示し助言を乞う

小計

中間発表

　　〃

〇 〇 〇

二

学

期

3

48

3

3 発表

大権発表会 ・代表者発表

3

2 姿勢・態度

営業日誌記入

3

〇

3 発表準備 ・発表用原稿、リハーサル

3 　　〃 〇 〇

　　〃

・企画書の再考、提案用ＰＰの修正

〇

・完成した企画を関係機関も含め
　てプレゼンをおこなう

・各自のテーマをイメージしたポ
　スター及び動画を作成する

〇

2

〇

2 〇 〇

3

2

2

2 広報用ポスター・動画の作成

自主性

姿勢・態度

営業日誌記入

〇

0

0 〇 〇

〇 〇

作成物

〇

1

40

0 〇 〇

まとめ 学習の振り返り2

自主性

〇 〇

〇

0

〇

0

〇

合計

2

0

三

学

期

90

0

0

0

評価の
観点

小計

1

2

3

小計

〇 〇

〇 〇

0

姿勢・態度

8

9

10

11

12

姿勢・態度

営業日誌記入

〇0 〇 〇 作成物


